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【要旨】 
ブラジルを含む南米地域原産であり、数世紀以前より広範囲な地域で
薬用植物として種々の疾患に使用されている、ノウゼンカズラ科のタベブイア・
アベラネダエ（タヒボジャパン株式会社より試料提供）が有するその生理活
性の効果を試験した。今回とくにわが国で医療現場で深刻な問題であり、
法令でその対処を開始される発がんに対するその作用を、通常に使用する
形態、また単離された活性化合物を含めてin vitro と in vivo ならびに実
際に市販品を服用した、ヒトでの経過に関してもその可能性について検討
した。 

P2006-03

｢Chemopreventive Effect of Brazilian Medicine, Tabebuia Avellanedae」 
ブラジル産薬用植物、タベブイア・アベラネダエのがん予防作用 
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【目的】 
ノウゼンカズラ科Tabebuia avellanedae（Taheebo）は、ブラジルから北アル
ゼンチンに至る南アメリカを原産とする大木である。本植物は古代インカの
時代より、利尿や収斂効果を持つ民間薬として伝統的に利用されてきた。
本植物には生物活性分として多種多様なキノン類が含まれているが、その
中でも特に、（-）-５-hydroxy-２-(１’-hydoxyethyl)naphtho[２,３-b]furan-
４,９-dione（１）は様々な腫瘍細胞に対して強力な細胞毒性を示すこと、また
同時に強力ながん予防効果をもつことが知られている。我々は、すでに１の
化学合成を完成させるとともに、１のより詳細な生物活性を明らかにしつつ
ある。 
今回、１と混在する多くの微量成分の構造を明らかにするとともに、それら

と１を含む化合物群をひとつの活性成分と見なし、その抗腫瘍活性を１の
それと比較検討する。 
 

【方法】 
T. avellanedae のCHCl３エキスをシリカゲルカラムにて分画し、黄色を呈

する１を含む活性画分を得た。ヒト由来乳腺がん細胞（MCF-７）をDMEM
培地（１ml）で培養（５％CO２下３６℃）し、これにDMSOに溶解した試料溶液
（２μl）を加え３日間反応する。細胞を採取し、浮遊細胞溶液（１ml）に同量の
０.５％トリパンブルーを加えて白血球計算盤にて生細胞を観察した。 
 

【結果と考察】 
活性画分２５μgにおけるがん細胞の生存率は、合成品である１が５μMの

ときのそれと同等であり、その抗腫瘍活性はT. avellanedae 水エキスの３００
倍以上であった。この結果は、分離困難な多くの成分からなるこの活性画分
が、これ以上の精製なくしても十分に利用価値あるものであることを示唆した。
今後、混在する微量成分の構造決定を進めるとともに、本活性画分の他の
がん細胞や正常細胞に対する効果を検討する予定である。 
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